






































































































































































































































































































































　なぜ腫瘍をつくるかということを調べると、この四つの遺伝子のうちの c − Myc（シ
ーミック）という遺伝子が問題でした。c-Myc はがんを起こす遺伝子、発がん遺伝子と
して非常に有名な遺伝子なのです。その c-Myc を、しかもレトロウイルスという iPS 細
胞の中に残ってしまうベクター（運び屋）を用いていましたので、この方法でつくった






c-Myc は使わずに L-Myc を用いています。























































たちの研究所の英語名 Center for iPS Cell 

































































































































































































































































































技術に Yes or No という答えを出すべきか。
また、そういう答えが出るまで研究は凍結するべきなのか、これは非常に大きな問題です。
私たち研究者は自分の技術はやっぱり素晴らしいんだと、人類のためにやっているんだと
当然思ってやっています。しかし、同じ技術を一般の方々は、いや、それは怖い、そんな
ことして本当にいいんだろうかと思われる方が多いかもしれません。同じ技術の両面を見
ていると、その間のコミュニケーションが、とても難しいんですね。
　私たちは難しいことを難しく言うことは得意です。簡単なことを簡単に言うのは実は難
しいのですが、もっと難しいのは、難しいことを正確にかつ簡単に説明することは本当に
難しい。ある特殊なトレーニングを受けた、専門のトレーニングを受けた人しかできない
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と思います。
　そういう専門家、科学コミュニケーター、
科学者ではなくて科学コミュニケーター、科
学の知識もあるし、コミュニケーション能力
も高いと、そういう人が日本ではまだ少ない
のですが、こういう人たちが、私たち科学者
と一般市民の間を取り持つ、それが生命倫理
を考えていく第一歩だと私は考えています。
　今言ったような研究内容をどう適正に発信
していくか。１０のことを１０伝えたいんで
す。１０のことを１００と言ってしまったり、
また１０のことを１しか伝えなかったらだめ
なんです。しかし、１０のことを１０という
のは本当に難しいです。
　また、研究に伴う関連法や規制の整備と遵
守。これは、動物施設に関しましては、しっ
かり管理しておりますので、ぜひご信頼をい
ただきたいと思っております。また、研究者
の倫理感覚の向上、こういったことが必要で
す。
　私たち iPS 細胞研究所では、上廣倫理財団
のご寄附をいただき、昨年、上廣倫理研究部
門という新たな部門を設置し、生命倫理を専
門に考える教員を２名、研究員を１名（現在
は３名）という体制になっています。この体制で、iPS 細胞を中心とした生命倫理問題に
も積極的に関わっていきたいと考えております。
　現在、私たちは四つの達成目標を、あと６年で達成すべく、また自分たちの行っている、
この新しい生命科学の技術を皆様に出来るだけガラス張りにして、正確に伝えていく、生
命倫理の発信地にもなる、そういう努力を今後も粛々と進めてまいりたいと思います。
　東北の皆様も復興に向けて、大変な時期がこれからも続くと思います。私たちも今、一
生懸命頑張っています。違う形ではありますが、一緒に頑張っていきたいと思っておりま
す。本日はご清聴、誠にありがとうございました。
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